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は じ め に

近年,交通機関の増加, スポ｢ツ,産業の隆盛

に伴い,顎口腔領域の外傷が増加の傾向を示して

おり,なかでも,顎骨々折,歯牙損傷がかなり高

率を示している1)｡ これらの処置には,骨折片お

よび歯牙の整復後,ある期間の固定が必要である

が,使用副子は,これまで一般に,線副子,床副

子などが使用されてきた｡

最近,歯牙エナメル質表面に,直接レジンブラ

ケットを接着しようとする試みがなされ2)~7),す

でに,矯正治療には多数の症例に応用され,好結

果を得ている8)~11)が,顎骨々折,歯牙脱臼などの

外傷例に応用された報告12)13)は少ない｡

我々は,従来より,矯正科との協力により,本

法を,顎骨々折および歯牙脱臼などの外傷例に応

用しているが,すでに3例は,本学矯正科より歯

界展望に報告している14)0

今回,我々は,更に,5症例を追加し,その概

要を報告し,若干の考察を加えた｡

歯牙脱臼応用症例

症例 1:15歳 女子

初 診:昭和47年12月15日

主 訴:前歯部唆合痛

家族歴,既往歴:特記すべき事項なし｡

現病歴:昭和47年12月13日昼頃,学校の廊下で

男子生徒と衝突,転倒し,廊下に上顎前歯部を強

打した｡意識消失はなく,歯肉出血が認められた

ため,某病院歯科を受診し,旦l歯牙破折,1止歯
牙脱臼を指摘され,旦1抜歯後,当科を紹介され,
受傷2日後に来院した｡

現 症

全身所見 :体格,栄養ともに中等度で,特記す

べき事項なし｡

口腔外所見 :上唇部に,わずかなどマン性の腫
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図 1 初診時 Ⅹ線写真

脹と,軽度の圧痛を認めた｡

口腔内所見 :開口障害はなく,呈こと等唇側歯肉に

軽度の腫脹を認め,3｣抜歯後の治癒状態は良好で

あった｡1止わずかに挺出気味で, 口蓋側に傾斜

しており,岩 部で早期接触をおこし,臼歯部は
巧交頭接触せず,約2-3nnの空隙を認めた｡

ユ11 は,わずかに動揺を認め,歯髄診におい

て,いずれも反応を示さなかった｡

Ⅹ繰所見:ユ11歯牙挺出による歯根膜腔の拡大
を認め,11に著明であった (図1)｡

診断:以上の所見より,ユ止歯牙不完全脱臼と

診断した｡

処置および経過

昭和47年12月18日,矯正科において,且且 に金

属性バンドを装着 し, 31圧 23唇側歯面 に,

DirectBondingSystemにより,resinbracket

を接着した｡

本症例では,徒手整復は不可能であり,bracket

の溝に,め0.6耽椛のroundwireを入れ,_止 の
唇側移動および圧下を行なった｡ なお,同時に,
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図 2 本装置装着 整復開始

図 3 固定除去後 X線写裏

舌側に偏位していたl且の唇側移動を行なった (図

2)0

約 1カ月間,矯正力 による持続的整復 を行な

い,吹合 がほぼ受傷前 の状態 に回復 した後,

roundwireを角ワイヤ弓こ変え,約2カ月間固

定した｡固定除去後,_主｣上 は動揺および打診痛は
なかったが,歯髄診で相変らず反応を示さず,更

に2カ月後,刃1髄腔開拡後,通法通り根治,梶
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図 4 受像約2年後 Ⅹ線写真

充処置を行なった (図3)0

受傷約6カ月後の経過は良好であり,昭和49年

8月昼]二塁ブリッジを装着し,2年以上経過した
現在,経過良好である (図4)0

症例 2:12歳 女子

初 診:昭和48年8月29日

主 訴:外傷に伴う前歯部唆合宿

家族歴,既往歴:特記すべき事項なし｡

現病歴:昭和48年8月21日,道路を横切ろうと

してバイクと衝突した｡意識消失は瞬間で,口腔

出血および鼻出血が認められ,直ちに,救急車で

近くの某整形外科に運ばれた｡ 同科で,四肢打撲

処置後,上顎歯槽骨々折の疑いで, 当科を紹介さ

れ,受傷8日後,来院した｡

現 症

全身所見:体格,栄養ともに中等度であるが,

時々,目まい,吐気が認められるとのことであっ

た｡

口腔外所見:上口唇部にビマン性の腫脹と圧痛

を認めた｡

図 5 初診時 口腔内写真

図 6 初診時 Ⅹ線写裏

口腔内所見:旦]=1部頬側歯肉は上方へ剥離

され,粘膜欠損部は新生肉芽でおおわれていた｡

旦止 わずかに挺出し,かなりの動揺と打診痛を認
め,歯髄診にて,いずれも反応を示さなかった｡

_蔓｣_1旦も,中等度の動揺と打診痛を認め,歯陪

診で,旦且 は反応を示したが,11は反応を示さ
なかった (図5)0

Ⅹ繰所見:_也 _に明らかな歯根膜腔の拡大と

歯槽硬線の消失を認めた (図6)0
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図 7 本装置装着,固定

図 8 受像約1年半後 Ⅹ線写巽

診断 :以上の所見 より,也 _歯牙不完全脱

冒,旦±上部頬側歯肉剥離とした｡

処置および経過

初診日の翌日,DirectBondingSystemによ

り,j｣二旦唇側歯面に,resin bracketを接着

し,局麻下に徒手整復し,0.3m7nワイヤ-により,

8字結致し,固定した (図7)｡
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図 9 初診時 口腔内写巽

｣ _,_p-.′..___山雌 巴聯†｣____ 一- .AJ

図 10 本装置で固定後約2ヵ月目

した｡

固定除去後も,且山上は歯髄診にて反応を示 さ

ず,受傷約4カ月後,保存料で,髄腔開拡後,過

法に従って根管治療,根充処置を行なった｡

受傷後約 1年半余 り経過 した現在,わずかに

ユlの舌側傾斜が認められるが,骨極はよく,Ⅹ-
pにおいても異常所見はなく,経過は良好である

(図8)0

症例 3:12歳 女子

交通事故で旦土旦歯牙不完全脱臼を認め,局麻

下で整復後,本法 にて 固定を行なった (図9,

10)0

約2カ月間固定後,本装置を除去したが,骨植

も良好で Ⅹ-P とおいても特に異常を認めず,覗

約 1カ月後,打診痛の消失を待ち, 固定を除去 在経過観察中である｡
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図 11 初診時 口腔内写真

歯槽骨々折及び歯牙脱臼

(新鮮例)応用症例

症例 4:8歳 男子

初 診:昭和49年6月14日

主 訴:外傷に伴う下顎前歯部の疲痛と出血｡

家族歴,既往歴:7歳の時,虫垂炎の手術を施

行した以外特記すべき事項なし｡

現病歴:昭和49年6月14日,午前10時30分頃,

回転ブランコで遊んでいて,地面に転落し,下顎

部を強打した｡意識消失はなく,口腔出血および

下顎前歯部の変位が認められたため,直ちに,当

科に来院した｡

現 症

口腔外所見 :左下口唇部 から左隣下部 にかけ

て,軽度のビマン性の腫脹を認め,院部に軽い擦

過傷を認めた｡

口腔内所見 :開口障害はなく,左下口唇粘膜に

約2.0cm,17部頬側歯肉から頬粘膜移行部 にかけ
て約1･0cmの裂創を認め,出血が認められた｡

LTす が歯槽骨とともに,著明に舌側へ転位し,

かつ,挺出した状態を呈しており,歯髄診で,い

ずれも反応を示さなかった｡

Tlも中等度の動揺と打診痛を認め,歯髄診で反
応を示さなかった (図11)｡

Ⅹ線所見 :骨折線は,はっきりしなかったが,

~i~｢rす歯根膜腔の拡大を認めた｡なお,す再 ~歯

根はいずれも未完成であった｡

診断:以上の所見よりITす部歯槽骨々折,てl歯

図 12 本装置で固定

牙不完全脱臼,左下口唇部および17部頬側歯肉裂
創とした｡

処置および経過

初診と同時に, 裂創部縫合し,局麻下で,lTす

歯槽骨々折部 を徒手整復 した｡受傷6日後,腫

脹 がかなり消失 したため, E211123E に,

DirectBondingSystemによりresinbracket

を装着し, ワイヤーで固定した (図12)｡

固定後25日目に,打診痛 がないことを確認し

て,固定を除去した｡

受傷後約6週目には,歯牙の植立状態もよく,

打診痛および動揺もなく,いずれも,歯髄診にお

いて反応を示した｡

受傷約10カ月余り経過した現在,骨植もよく,

Ⅹ-Pにおいても特に異常を認めず,経過良好で
ある (図13,14)0
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図 14 受像約10カ月後 Ⅹ線写冥

歯槽骨々折 (陳旧例)応用症例

症例 5:24歳 男性

初 診 :昭和47年12月23日

主 訴 :上顎前歯部喫合痛｡

家族歴,既往歴 :特記すべき事項なし｡

現病歴 :昭和47年12月3日,乗用車の助手席に

間乗中,対向車と衝突,意識消失はなく,口腔出

血が認められたため,救急車で某病院に搬送され

た｡同院で11動揺著しく抜歯,下口唇裂創縫合,

左足裂創縫合処置を受け,某歯科開業医で,上顎

歯槽骨々折を指摘され,受傷20日後に来院した｡

現 症

全身所見 :体格,栄養ともに中等度で,特記す

べき事項なし｡

口腔外所見 :下口唇部に2カ所,各々,長さ約

1.5cm,1.0cmの外傷による癖痕を認めた｡

口腔内所見 :開口障害はなく,旦旦_11が歯槽骨

とともに全体に唇側に変位し,軽度の異常可動性

を認めた｡
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図 15 初診時 口腔内写其

A

範 ･

図 16 初診時 Ⅹ線写舞

旦_旦⊥)は中等度の打診痛を認め,歯髄診で,い

ずれも反応を示さなかった｡

Ilはすでに抜歯され,13_は完全に歯槽骨内に候
大してお り,唇側粘膜下に歯冠部を触知できた｡

i圧ま歯牙破折を認めた (図15).
X線所見 :4二11部歯槽突起に骨折線を認め,

l旦歯槽骨内朕入,Al歯牙破折, jI311歯根膜隆
の拡大を認めた (図16)0
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図 17 矯正力による整復

(本装置装着約2カ月後)

診断 :以上の所見より,4二1周ミ陳旧性歯槽骨
々折,l旦歯牙俵入,Al歯牙破折とした｡
処置および経過

まず,旦健抜歯し,旦lの歯牙再植を試みるも,
唇側の歯槽骨がなく,抜歯を行なった｡

昭和48年 1月11日,矯正科にて,76516に金
属性バンドを装置し,321は 45唇側歯面 に,

DirectBondingSystemにより,resinbracket

を接着した｡本症例は,陳旧性歯槽骨々折で,徒

手整復は不可能であり,矯正用ワイヤー及びゴム

を使用し,約2カ月間,矯正力による持続的整復

を行ない,吹合状態 をほぼ受傷前に回復させた

(図17)｡その後, プレー ト及びワイヤーによる固

定を行ない (図18),昭和48年8月,某歯科医で,

①l12⑧ ブリッジ,昼旦塵 :ブリッジを装着し,現
在経過観察中である｡

考 察

顎骨々折および歯牙脱臼の治療 にあたっては,

従来より種々なる固定法,固定装置が考案されて

いるが,本症例のような歯槽骨々折および歯牙脱

臼などの固定には,歯牙結教法,線副子,床副子

などが用いられて来た｡

大井15)は,固定装置の具備すべき条件として,

その調整使用が簡単 で, なるべく小面積 で.あっ

て,患者に苦痛を与えず,完全に固定 できるも

の,又,多くは口腔内に長期間装着するものであ

図 18 プレー トおよびワイヤーによ

る固定

るから,食物,唾液等によって,化学的変化をお

こしたり,食片が滞溜し易い構造を持つものでは

あってはならない点をあげているが,本装置は,

同条件を具えており,更に,従来の固定法と比較

すると,本法は,次のような利点を有する｡

1. resinbracketの接着法が簡単であり,副

子装着 のためには,特に麻酔を必要 とせず,ま

た,正確に手順通 り行なえば,短時間に確実に接

着しうる｡

2. 従来の方法では困難であった乳歯列,所出

中の歯牙,更に, ある程度歯冠が崩壊 していて

ち,bracketの接着面さえあればよい｡

3. bracketの溝に,丸あるいは角の各種ワイ

ヤーを用いることにより,歯牙の移動が可能であ

り,歯牙および歯槽骨を受傷前に近い状態に回復

したうえで固定できる｡ これは陳旧例においても

非観血的な整復を行え,更に,術前に存在した叢

生なども同時に矯正治療を行うことができる｡

4. 歯肉および歯周組織への機械的刺激が少な

い｡

5. 接着剤, ブラケットともに透明であるため

審美性が良い｡

6. 治療後,装置の除去が容易である｡

なお,材料の高価な点を除けば,特に欠点は見

当らず,従来のものはやや接着性に問題があった

が,現在は改良され,本症例のような歯牙固定に

は,充分耐え得るものとなった｡
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最後に,本法を, 顎骨々体骨折,下顎前突や開

嘆の症例に対する外科的矯正の際の固定にも応用

し,ほぼ満足すべ き結果を得ている｡

しか し, 症例数 が 少ないので, 更に症例を重

ね,これらの症例については, 別の機会に報告 し

たいと考えている｡

ま と め

レジン製ブラケ ット直接々着法を応用 した歯槽

骨々折 および 歯牙脱臼 の5症例の概要を報告 し

た｡

本法は, 副子 としての利用価値は大なるものが

あると考え, 今後も大いに利用 したいと考えてい

る｡

終りに,種々御助言を下さった本学第2保存学教

室川崎孝一講師に渓謝いたします｡

本論文の要旨は,昭和50年度新潟歯学会総会にて

発表した｡
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